釋空満寺通信平成二八年十月号
　ぶつぶつ　　発責者　田中　誠土
★十月の面接日

大阪・五日（受付・正午～十七時）
　　　六日（受付十一時～十七時）
本山・九日（旧暦の重陽の節句ですので、皆様の健康祈願のお勤めを致します。ご参列ください）
十九日（通常面接）
別院・十四日（通常面接夜御水取法会）
　　　二十七日（通常面接）
熊本・十五日（通常面接）
宮崎・二十六日（通常面接）
▽東京・大牟田・武雄・北九州はお休みします。

★「あの世」の研究
　死後、人はどこに行くのか？この問に答えを出そうと宗教も科学も模索し続けています。「あの世」について学ぶことは、生きることも死ぬことも、少しだけ楽になると思います。
▼臨死体験者の談（週刊ポストより）
　芸能レポーターの前田忠明氏は九〇年十二月、自宅で激しい胸の痛みに襲われ、タクシーで救急外来に駆け込んだ途端に意識を失った。
「意識がなくなる瞬間は痛みはなく、頭が真っ白になって、体が宙に浮いたような感覚になりました。すると前の方に黒い大きな扉が現れたのです。その扉が開くと、金色の光が差してきました。私は扉のところで腰を下ろし、中を見ていました。白やピンク、薄い黄色などの見たこともないような綺麗な花が一面に咲き、その中心を川が流れていました。
　ふと上を見ると空は灰色の天井のようになっていて、そこに若くして心臓病で亡くなった兄が現れたのです。兄は『こっちにおいで』と身振りで私を招きましたが、私が『まだそっちには行かない』と自分の中で決めると、緞帳が下りるように景色が消え、意識が戻りました」
　前田氏はこの時、十三分間にわたって心肺停止状態に陥り、意識不明は二十三時間も続いていたといいます。
· 管長談
　当山の管長も、以前入院中にこの様な景色を見たそうです。「丸くて大きなテーブルの様な所に花が沢山咲いていて、それがずっと先まで並んでいる。その先にはキラキラと光る川のようなものが見える。その方向に行こうと、花のテーブルをピョンピョンと飛んでいて、あるテーブルで踏み外して落ちた。それで意識が戻った」こんな話を以前聞いたことがありました。
▽この他にも、病気・ケガで意識不明の状態から生還された方の話には、似た話が多く、光の世界、お花畑、キラキラした川または水面など共通したものを見たと証言されています。
　このことは筆者が研究した所でも、洋の東西を問わず、似たような証言があることには興味深いものがあり、人種や宗教が違っても共通した「あの世感」があるようです。
▼　医師の目
　東大名誉教授、矢作直樹氏は「死とは何か」について、「我々の目に見える肉体はあくまで三次元の存在で、人間の意識は目に見えるものとは別の高い振動数の粒子の集まりと考えられます。ただし、生きている間は、意識は肉体とつながっている（この段階が三次元）人が死ぬことは、肉体と意識のつながりが切れ、意識が肉体を出て行くことを意味します。意識は肉体を離れれば自由になる。痛みも苦しみも感じることはなくなります。ですから、死ぬことは決して怖いことではありません」とコメントされています。
つまり三次元のこの世から、もう少し多次元（四次元・五次元）に移行して行くのでしょう。それがいわゆる、「この世の死」であるようです。
· あの世ですること（？）
　あの世に往くと（還る？）、肉体はありませんが、味覚と臭覚は残っているそうです。ですから、通夜葬儀ではお香を絶やさないように焚きます。あの世に逝った故人が、腹を空かせることが無いようにと焚くお香は「食香」といって故人の食事となります。
　あの世に往けば肉体が無いので、食欲も無いはずなのですが、あの世に往ってすぐは、この世の習慣か、または郷愁か分かりませんが味覚・臭覚を引きずっているようです。
▽また、あの世に往ってからは七日ごとに七週間、この世で行ったすべての行為を見せられる。つまり、ビデオですべての行動を見せられますので、善行はともかく、悪行をしている場合はその影響を受けた人たちの、恨み辛み、痛さ苦しさを追体験し、懺悔と反省をしなければならないのです。これが大変つらいそうです。
　多分ですが、人生の時間を七分割して幼少期・少年期・青年期・・・などの順に七週間、ビデオ検証し反省会を行って行くのでしょう。
▽あの世には閻魔大王がいて、そこには閻魔帳があり、全ての行いが記録されている。そしてその全てを映し出す浄玻璃の鏡がある。といわれていますが、イマ風にいえば、閻魔帳はパソコン、浄玻璃の鏡はビデオでしょう。
　閻魔大王の裁きは五週目になっていますが、ここまでに大いなる気付き（懺悔と反省）を経験出来れば、次の段階に行けるのですが、そうで無ければもう少しビデオ鑑賞の時間が必要とされます。
▽いわく、閻魔大王とは実は自分自身のことであって、自分が現世に居た時に行った全てのことは自分自身が一番知っていますので、忘れていたことでもビデオを見て検証し、懺悔と反省と気付きを求められるようです。
　だから、善行は何度見ても気持ちのいいものでしょうが、悪行でも認識して行った行為は仕方ないけど、無意識の内に行った行為が、周囲に悪い影響を及ぼしていたら、それは大いに恥じ入り反省を促されることになるでしょう。
▽そして亡くなって七週目、四十九日でこの世では満中陰法要を行います。これは、あの世ではこの世の検証が終わり、やっと落ち着いた気持ちで現世からあの世に移った事を認識出来る時期となり、お浄土に移る段取りが出来るのです。
　そのお浄土に移るための応援が、四十九日のこの世の法事なのです。しかし、この段階で順調に移行できる人はいいけど、中にはこの世に未練タップリの人も居たりするのです。それが問題です。この続きは次号以降にしましょう。　　　　　　　　　 合掌
